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〔Ｒ03.07.30〕           
         

群馬医療福祉大学                                                

2021 「学習状況に関する調査」「学生満足度調査」 結果報告 

【本調査報告書】 

                                 全学 学生委員会・IR室 

Ⅰ  調査概要                            

（１）調査の目的   

 大学における学生の生活実態や満足感を把握するとともに、それらを左右する要因や教育の効果を検証し、大学生活や教学な

どに関する改善策の提案を目的とした二つのアンケートを実施します。一つは、「学習状況に関する調査」です。このアンケー

トを通じて、私たちは学生の大学及び大学以外での学習の実態、さらに自立的な学習を進める上での困難をとらえ、今後の授業

を改善し、学生の自立的な学習を進めるための資料として活用します。もう一つは、「在学生満足度調査」です。学生の皆さん

の大学への率直な意見を伺い、魅力ある大学･短大となるための改善･改革に取り組む基礎資料とします。 

（２）調査の方法   

※別紙「「学生満足度調査等」実施について」に示した調査手順により、Google フォームにて作成した調査票に回答する。 

          

１）設問の構成 全 43 問   

Ａ 「学習状況に関する調査」関係     設問【１】～【28】 

＊あなた自身について          設問【１】～【9】  ＊学生生活について      設問【１0】～【16】 

 ＊受講している授業について       設問【１7】～【27】 ＊現在の状況や考え方について 設問【28】 

Ｂ 「在学生満足度調査」         設問【１】～【15】 

 ＊入学前の気持ちと本学の認知について  設問【１】～【4】  ＊本学の教育について     設問【5】～【9】 

 ＊本学で身についたことや身につけたいこと設問【１0】～【15】  
         

２）実施機関 

 全学学生委員会が主体となり、昨年度まで実施したアンケート結果を踏まえ、学習状況を深化した調査をおこなう。 

         

３）実施時期 

・前橋キャンパス（社会福祉学部・短期大学部）・藤岡キャンパス（看護学部）・本町キャンパス（リハビリテーション学部）         

202１（令和２年度）年度 基礎演習・専門演習時 

 

         

４）調査対象   全キャンパス・全学年の在籍者    

         

５）回収数・回収率     

         

所 属 
在籍者

数 
回収数 回収率      

社会福祉学部 291 245 84.2      

看護学部 359 359 100      

リハビリテーション学部 276 259 93.8      

医療福祉学科 104 85 81.7      

合 計 1030 948 92      
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（3）調査結果の報告について   

１）各キャンパス学生委員会にてアンケート集約 

２）令和３年 4 月 1 日（水）から社会福祉学部で集約・分析手続き作業開始 

３）定例学生委員会にて進捗状況報告 

 

 

 

Ⅱ  調査結果のまとめと考察 

調査結果のまとめの方向性  

〔ねらい〕 本調査は、学生生活や学習状況、大学への関わり方などを総合的に問う本格的な調査であり、全学生に実施した全

数調査である。総合的に満足度を把握することで、大学教育および大学運営上、どのような点に改善の狙いを定めたらよいかを

確認することが大きな目的であった。 

本年度（令和２年度）の調査は前年度までの質問項目と同一であり、今後の比較検討するための基盤として本学の特徴をつか

むために実施する。また、他大学との比較を可能とする質問を用意し、内容も多岐にわたるものとした。いくつかの質問への回

答から、本学の課題やよさが浮かび上がる内容になっている。本報告においては、第 1 部「学習状況に関する調査」、第 2 部を

「在学生満足度調査」とし、特に特徴的な点をピックアップし、改善につながるポイントを提示する。 

 

第 1 部「学習状況等に関する調査」関係  

課題１）〔初年次教育の充実〕 勉強への取り組みに消極的な学生が 4 分の 1 近く存在する。初年次教育を充実させ、学習習慣

を確立するための学習スキルを身につけ、主体性のある学習態度の育成を図っていく必要がある。 

 [問 1]アンケートに答えた学生の所属は大学９１％、短大９％であり、 [問 2]所属学部（学科）は社会福祉 2５％、看護 3

８％、リハビリ 2８％、短大９％となっている。 [問４]入学形態は一般入試が 2０％であるのに対し、地域推薦枠は２％、AO

入試は 3０％となっている。昨年度の入試形態と比較して、一般入試が低くなり、AO 入試が高くなっている。一方で高大連携

による AO 入試は１８％と、昨年度と比べて大きく増加し、引き続き高大連携による AO 入試を積極的に推進する必要がある。

[問 6]高校 3 年生の時の一日の勉強時間は「4 時間以上」1６％に対し、「1 時間程度以下」４５％と約半数である。 [問 7]中

学 3 年生の時の成績は「中の上以上」3９％に対して、「中の下以下」2９％存在している状況にある。 [問 8]中学、高校時代

に将来について「かなり考えた者」23％と少なかったが、 [問 9]大学に入ってから「将来就きたい職業が明確にある」とした

者が 4８％、「ある程度ある」を含めると 8７％に達し、大学へ目的を持って入る者、若しくは入ってから決める者が多数を占

めている。 [問 10]しかし、学生生活の過ごし方を見ると「勉強・研究第一」18％、「資格取得第一」は１２％程度と低迷して

おり、「趣味や豊かな人間関係・交友関係を望む」ものは合わせて２６％、「何事もほどほど」が 3１％となっている。 [問

11]次に学生生活の充実度は「充実・まあまあ充実」が合わせて７４％と高い比率を占めている反面、「あまり充実していな

い・充実していない」と答えた者が 2６％存在することも留意しなければならない。[問 12]大学生としての勉強への取り組みは

「よくしている」「まあまあしている」を合わせると７４％となっているが、「あまりしていない」と「ほとんどしていない」

も２６％となっている。 [問 13]その理由としては「アルバイトが忙しい」「授業内容が理解できない」者に加え、「なんとな

く」や「自分の目標が不明確」なども多数存在する。 

課題２）〔課外活動に対する対応等〕 新型コロナウイルスの感染拡大により、サークル・委員会活動、ボランティア活動を全

く行っていない者が大多数となっている。教育的な観点から、感染対策を徹底的に講じた上で、学生が適切に課外活動に取り

組んでいくために、創意工夫を図ることは重要である。 

[問 14]なお、「自分に自信を持って行動できているか」の問いには 6４％がそれなりにできていると自己評価している。 [問

15](1)次に、授業に費やす時間については週に 21 時間以上と 6～10 時間が最も多くなっているが、 (2)予習復習に充てる時

間は 5 時間以下が多数を占めている。 (3)また、授業に関係ない自主的な勉強は 8０％以上が 2 時間以下と少ない状況にある。 

(a)さらには、資格試験対策としての講座への参加は 1 時間未満が 6７％、自主的な勉強についても５７％が 1 時間未満であ

る。 (b)次に、教養関係の本を読む時間が「1 時間未満」8７％、 (4)新聞を読む時間が 1 時間未満の者が 95％と大多数となっ

ている。 (6・７)サークルと委員会活動への参加は週に「全くなし」がそれぞれ８５％、83％と過半数を占め、昨年度よりも大

幅に増加している。 (8)就職活動も「全くなし」72％。 (9)アルバイトは「全くなし」36％「1 週間に 6 時間以上」２7％

「21 時間以上」５％となっている。昨年度よりもアルバイト活動の時間が減少している傾向が見られる。 (10)ボランティア活

動も「3 時間以上」7％、「全くなし」76％となっており、ボランティア活動の時間が大幅に減少し、まったく活動をしていな

い人が大多数である。 [問 16]1 ヵ月の読書数は「0 冊」5４％、「2 冊以上」１８％である。  
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課題 3）〔学習支援について〕 勉強に関する困難さを感じて、戸惑っていたり、乗り切るための意欲が欠如している学生が多

い。学習に不安がある学生に対して、組織的な学習支援のさらなる充実が求められる。 

[問 17]授業に対する態度については、「熱心」「まあまあ熱心」は８５％となっているが、一方で「熱心ではない」「全く熱

心でない」が１５％となっている。 [問 18]また、授業に対する満足度も「満足」が８３％で「不満足」が１７％となってい

る。 [問 19]さらに、授業の理解度について 6 割程度以上理解している者は 7８％となっており、6 割未満の理解者も 2２％と

なっている。 [問 20]次に、授業内容に関することでは、話し合いなどを採り入れているのが９４％と教員が工夫している面が

見られる。 [問 21]反面、授業中の私語・携帯電話の使用・居眠りが３７％ある。[問 22・23]また、宿題の必要性についても

賛成は１９％止まりであり、賛成しない者は２９％となっている。なお、今のままでも十分に多いと感じている者も３８％い

る。 [問 24・25]次に、勉強に関する困難さを感じている者が５７％を占め、なかでも専門科目について３１％が困難と感じて

いる。 [問 26]また、困難さの要因としては「何をやったらよいか分からない」「意欲が湧かない」「高校までの基礎知識が足

りない」「宿題・課題が多すぎる」などあげており、 [問 27]その乗り切り法として「学科の先輩や友人に訪ねる」ことで解決

している。                                                                                 

課題 4）〔学生の社会情勢に対する興味関心の向上〕 学生は時事問題に関心の低い者が多いが、協調性や言動に対する責任感

は高い。学生の社会情勢に対する興味関心を広げるため、教育の工夫が求められる。 

[問 28](1)時事問題に「関心のある」は５３％、「ない」と「どちらでもない」が４７％と約半数になっている。 (2)次に、

相手の気持ちや立場に立って適切な行動ができるか否かについては「あてはまる」と回答した者が９０％を示している。 (3)ま

た、身近な問題は自分たちで解決すべきだと思う者も８４％を示している。 (4)さらに将来について今やっていることがある者

も 6８％に上っている。 (5)他者の言動に流されないという者が 4９％、流される者は 21％を占めているが、 (6)周りの人と協

調して物事に取り組むことが出来る者が約８８％を占めている。 (7)次に、新聞やニュース等にまつわる雑誌等をよく読むか否

かは「読む」が 25％「読まない」が 4９％と高いが、 (8)物事を多角的にとらえようとしている者が６７％と高率になってい

る。 (9)次に、自分が就きたいと思う職業が明確にある者が８１％、ない者が７％となっている。 (10)また、自分の意見をはっ

きり言うことが出来る者が 5８％、出来ない者も 20％いるが、 (11)周りの人と良い関係を維持することが出来る者が８３％と

高率を占めている。 (14･15)自分のことは自分で判断することや自分の感情をコントロールできるとした者も 80％弱と高率に

なっている。 (16)なお、10 年後の自分の姿を考えたことがある者は５４％、ない者が 2５％。 (17)自分の言動に責任を持っ

ている者が８2％となっている。 

  

Ｂ「満足度調査」関係  

課題 5）〔授業内容の改善〕 授業内容とその難易度、教育方法について不満を持っている学生が多い。教員はアンケ－ト等を

通じて、定期的に学生の実態把握に努め、教育効果の高い授業内容への改善が求められる。 

 [問 1]入学決定時の気持は満足が７6％となっているが、満足していない者も７％存在している。 [問 2]本学の教育理念の認

知については、入学前から知っていた者が６5％、入学後が 3５％となっている。 [問 3]また、教育目標に対する認知度もほぼ

同様であり、 [問 4]理念や目標をいつ感じるかについては、講義を受けているときが多い。[問 5](1)次に、共通教育に対する満

足度は満足しているが７１％、不満は６％。 (2)専門教育について満足している７７％、不満は５％となっている。 (3)情報教

育については６４％が満足しているが「どちらともいえない」２７％。 (4)総合演習(ゼミ)・卒論指導については満足が 45％、

不満は４％で受講していない者も 2８％いる。 (5)基礎演習については７１％が満足、不満は８％存在している。 (6)外国語教

育については満足が５５％、不満が８％となっている。 (7)キャリア支援関係では満足が４０％、どちらともいえないが２

６％、受けていない者も 30％となっている。 (8)次に、資格取得対策講座については「満足している」4８％、「どちらともい

えない・不満」が２６％となっている。 (9)クラス担任制については「満足している」７0％、「不満」７％となっている。 

(10)ボランティア活動（単位認定）に対しては「満足」５７％、「不満」が 1０％となっている。[問 6]意欲的に取り組んでい

る事項としては「専門的な知識を身に付けること」が 570 件と最も多く、次いで「幅広い教養を身につけること」456 件、

「資格取得の対策を行う」が 294 件、「実験・実習で学ぶ」が 220 件となっている。 

[問 7]次に、受講している授業での不満について「授業内容が難しいから」215 件、「一方的な授業」178 件、「授業内容に

興味が持てない」154 件、「指導が十分でない」129 件と教員に対する意見が多く、次いで「授業の必要性がわからな」88

件、「将来の進路にどのように役立つかわからない」78 件、また「施設・設備が充実していない」70 件、「不満がない」

249 件となっている。 
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課題 6）〔IT の積極的な活用による教育〕 遠隔授業の本格的な導入により、本学の授業に対する評価が大きく向上している。

積極的な遠隔授業の活用のための環境整備と効果的な遠隔授業のための教育スキルの向上のための取り組みが、今後さらに求め

られる。 

[問 8](1)専門分野の授業については「充実している」７８％、「していない」３％。 (2)基礎・教養分野の授業は「充実して

いる」７７％、「していない」３％となっている。 (3)演習（ゼミ）・卒論指導での教育の充実では「充実」５５％、「どちら

ともいえない」４0％。 (4)外国語教育については「充実」５１％、「どちらともいえない」3４％、「充実していない」１

５％。 (5)実験・実習科目に十分な時間が取れているかについては「取れている」６3％、「どちらともいえない」２９％。 (6)

情報リテラシー教育の充実については「している」５７％、「どちらともいえない」３３％。 (7)選択授業科目の充実について

は「している」６０％、「どちらともいえない」２７％。 (8)少人数クラスの授業が多いかについては「そう思う」5１％、

「どちらともいえない」33％。 (9)高校で学んだこととの結びつきが多いかは「そう思う」３４％、「どちらともいえない」3

５％、「そう思わない」3１％とそれぞれおよそ 1/3 となっている。 (10)次に、授業が資格取得に役立つか分かる授業が多い

かについては「そう思う」７４％、「どちらともいえない」２０％。 [問 9](1)授業の進め方や指導法をよく工夫している教員

が多いかについては「そう思う」７0％、「どちらともいえない」２３％、「そう思わない」が７％となっている。 (2)また、

教育・指導に熱意を持っている教員が多いかについては「そう思う」７０％、「どちらともいえない」２４％、「そう思わな

い」６％。 (3)勉学意識を持たせてくれる教員が多いかについては「そう思う」５８％、「どちらともいえない」２９％、「そ

う思わない」１3％。 (4)学問分野の専門家として優れた教員が多いかについては「そう思う」７２％、「そう思わない」

６％。 (5)人間的に魅力あり尊敬できる教員が多いかについては「そう思う」５９％、「そう思わない」１4％。 (6)授業中の質

問・意見に適切に対応してくれる教員が多いかについては「そう思う」７１％、「どちらともいえない」２２％。 (7)授業以外

での教員とのコミュニケ―ションがとりやすいかは「そう思う」６２％、「どちらともいえない」2４％。 (8)卒業後の進路に

ついて適切な助言をしてくれる教員が多いかについては「そう思う」５７％、「どちらともいえない」3３％となっている。  

課題 7）〔学生の身に付けたい能力〕 どの設問でも現在の状況は「身についた」と回答した人よりも、今後身に付けたいと

回答した人の割合が高くなっている。特に外国語能力、数学的思考力、創造力（新しいアイデアを生み出す力）、学び続ける力

の面で、学生はより一層の成長を希望している。 

[問 10](1)A 常識にとらわれず新しいアイデアを生み出す力は現在どの程度身に付いたかでは「身についたと思う」５５％、

「そう思わない」1１％、 (1)B また、今後どの程度身に付けたいかでは「身につけたい」８２％、「どちらともいえない」１

５％。 (2)A 現状を分析し課題を明らかにする力は身についたかでは「そう思う」６６％「どちらともいえない」２6％ (2)B

今後身に付けたいかでは「そう思う」８５％、「どちらともいえない」１３％。 (3)A目標達成に必要なプロセスを計画し準備

する力が身についたかでは「そう思う」６５％、「どちらともいえない」２７％、(3)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」が

８７％、「どちらともいえない」１２％。 (4)A 目標達成に向かって取り組み続ける力が身についたと思うかでは「そう思う」

７２％、「どちらともいえない」２２％、 (4)B 今後身に付けたいと思うかでは「そう思う」８８％、「どちらともいえない」

１０％。 (5)A 自分から進んでものごとに取り組む力が現在身についたと思うかでは「そう思う」６８％、「どちらともいえな

い」２５％、 (5)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８７％、「どちらともいえない」１１％。 (6)A 目標実現のため周囲

の人の協力を得る力が現在身についたと思うかでは「そう思う」７２％、「どちらともいえない」２3％、 (6)B 今後身に付け

たいかでは「そう思う」８８％、「どちらともいえない」１１％。 (7)A 周囲の状況に配慮して行動する力が現在身についたと

思うかでは「そう思う」７８％、「どちらともいえない」１８％、 (7)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８９％、「どち

らともいえない」１０％。 (8)A 社会の規範やルールに従って行動する力が現在身についたと思うかでは「そう思う」８２％、

「どちらともいえない」１６％、 (8)B 今後身に付けたいと思うかでは「そう思う」８９％、「どちらともいえない」１０％。 

(9)A ストレスに対応し自分の感情をコントロールする力が現在身についたと思うかでは「そう思う」６8％、「どちらともいえ

ない」２３％、 (9)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８８％、「どちらともいえない」１１％となっている。 (10)A 次

に、自分の意見を相手にわかりやすく伝える力が身についたと思うかでは「そう思う」６５％、「どちらともいえない」２

6％、 (10)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」９０％、「どちらともいえない」１０％である。 (11)A 相手の意見を丁寧

に聞き内容を正確に理解する力が身についたと思うかでは「そう思う」７７％、「どちらともいえない」１９％、 (11)B 今後

身に付けたいかでは「そう思う」９１％、「どちらともいえない」９％。 (12)A 自分と意見の異なる人がなぜそのように考え

るかを相手の立場で理解することが身についたと思うかでは「そう思う」７８％、「どちらともいえない」１９％、 (12)B 今

後身に付けたいかでは「そう思う」９０％、「どちらともいえない」９％。 (13)A 外国語を読み書き聞き話す力が身についた

かでは「そう思う」４７％、「どちらともいえない」3０％、「そう思わない」2３％、 (13)B 今後身に付けたいかでは「そう

思う」８１％、「どちらともいえない」１5％。 (14)A 社会のために行動する力（ボランティア・NPO 活動など）が身につい

たと思うかでは「そう思う」６５％、「どちらともいえない」が２７％、 (14)B 今後身に付けたいでは「そう思う」８６％、

「どちらともいえない」１２％。 (15)A 多様な情報を整理し必要な場面で活用する力が付いたかでは「そう思う」６４％、

「どちらともいえない」3０％、 (15)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８８％、「どちらともいえない」１１％。 

(16)A コンピューターを使って文書や表資料などを作成する力がついたと思うかでは「そう思う」７４％、「どちらともいえな

い」２１％、 (16)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８９％、「どちらともいえない」１０％。 (17)A 社会が直面する問

題を理解する力が身に付いたと思うかでは「そう思う」６６％、「どちらともいえない」２８％、 (17)B 今後身に付けたいか

では「そう思う」８６％、「どちらともいえない」１３％。 (18)A 物事を数式や図表を使って表現・分析する力がついたと思

うかでは「そう思う」5０％、「どちらともいえない」3２％、「思わない」1８％、 (18)B 今後身に付けたいかでは「そう思



5 

 

う」８２％、「どちらともいえない」１５％。 (19)A 次に卒業後も学び続ける力が付いたと思うかでは「そう思う」６０％、

「どちらともいえない」3３％、 (19)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」8６％、「どちらともいえない」１３％。 

(20)A 自国や他国の文化・社会について理解し尊重する態度が身についたと思うかでは「そう思う」６５％、「どちらともいえ

ない」２８％、 (20)B 今後身に付けたいかでは「そう思う」８５％、「どちらともいえない」１３％。 (21)A 物事を客観的・

多面的にとらえる力が身に付いたかでは「そう思う」７３％、「どちらともいえない」が２３％、 (21)B 今後身に付けたいか

では「そう思う」８９％、「どちらともいえない」１０％となっている。 

 

  

Ｃ「本学への総合満足度」  

課題 8）〔本学への総合満足度〕 現在の本学への総合満足度が入学決定時よりも下がっている点と、本学に満足をしている学

生の中にも、後輩に入学を勧めたいと回答していない学生がいる点について、原因の究明と対策を早急に図る必要がある。 

[問 11]本学へ入学してよかったと思うかについては「よかった」２5％、「どちらかといえばよかった」３７％、「どちらと

もいえない」２４％、「どちらかといえばよくなかった」1０％、「よくなかった」４％となっている。昨年度よりも満足度

が上昇している傾向にある。 

[問 12]次に、所属している学科に満足しているかについては「満足」３１％、「どちらかといえば満足」４０％、「どちら

ともいえない」2２％、「どちらかといえば不満」５％、「不満」２％である。 

[問 13]次に、本学に興味を持っている後輩に本学の入学を勧めたいかについては「勧めたい」1４％、「どちらかと言えば勧

めたい」2７％、「どちらともいえない」3７％、「どちらかといえば勧めたくない」1３％、「勧めたくない」９％となって

いる。昨年度よりも進めたくないと回答する者が減少している。 

 

  

 

Ⅲ  提 言   伝統ある本学のさらなる発展に向けた展望 

 全 43 問すべての調査結果は、集計値およびグラフを参照いただきたい。 

この結果をもとに、具体的な提言として以下の 5 つにまとめる。 

 

（１）初年次教育の充実の必要性 

新入生の学力、学習に対するモチベ－ション、学習スキルは、個人差が大きい。多様な新入生が、速やかにスム－ズに大学

での学びに適応できるように、初年次教育の充実が求められる。初年次教育では、「教える内容」と「指導方法」について、十

分に検討することが必要である。そのため、個々の教員が個別に指導をするのではなく、共通の教材や指導要領を作成するなど

して、組織的に教員をサポ－トしていくことが必要である。 

 

（２）遠隔授業の環境整備と教育スキルの向上 

前年度と比較して、授業満足度が高いなど、学生からの本学の教育に対する評価が高まっている。その背景には、コロナ禍

で対面授業から zoom などの遠隔授業へ移行した影響が推測される。IT を効果的に活用した教育は、本学の教育的成果を効果的

に高める可能性がある。しかし現在の学内環境では、多くの学生が学内で遠隔の授業を受けることは困難である。そのため、本

学に通学しながら遠隔授業を受けられるように学内設備を充実させることで、授業科目の内容によって遠隔と対面の講義を組み

合わせることが可能である。また教員が遠隔授業のスキルをさらに向上させることで、教育成果のさらなる向上が期待される。 

 

（３）積極的な学生への学習支援の推進 

「入試・入学」から「卒業・就職」までの学生情報を一元化して分析できるデータを整備し、これらの情報を基にして大学

での学びに困難を抱えている学生を早期発見し、積極的に学生への学習支援を推進していくことが求められる。大学生への学習

支援は、学生からの相談を待っていることから、学習支援が必要であるにもかかわらず届いていない学生に対し、教職員などが

積極的に働きかけて情報・支援を届ける対応への変換が求められる。 
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（４）課外活動の柔軟な実施 

前年度と比較してサークル・委員会活動、ボランティア活動などの課外活動が大きく減少し、まったく活動していない者が

大多数である。課外活動は、学生への教育効果が非常に高く、また学生の大学生活の充実にも不可欠である。時期や活動ごとに

課外活動の柔軟な実施の検討が求められる。そのためには、新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを作成し、それぞれの

課外活動ごとに取り組むべき事項を詳細に定めることが必要である。さらに感染防止対策講習会の実施や事前の活動許可申請書

や事後の活動記録の提出を義務づけるなど、学生の感染防止の意識を高める取組も必要になる。さらに、zoom などの遠隔技術

を使った会議や活動も検討が必要である。 

  

（５）学生の経済的状況の把握と支援 

前年度と比較して、バイトに費やす時間が大きく減少している。学生の中には、バイトは生活や学費のため必要不可欠な者

も存在することが推測され、バイト収入の減少によって、学業の継続が脅かされる事態が憂慮される。学生の経済的状況の定期

的な把握と、相談窓口の設置、奨学金情報の周知等、個々の学生の経済的状況に応じて、適切に支援を行っていくことが必要で

ある。 

 

 

 


